
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１～第ｉ（ｉは２以上の整数）の走査線と、
第１～第ｉの色成分用信号線と、
各スイッチ素子が第ｊ（１≦ｊ≦ｉ、ｊは整数）の走査線及び第ｊの色成分用信号線に接
続され前記第ｊの走査線に供給される第ｊの選択信号によりスイッチ制御される第１～第
ｉのスイッチ素子と、
各画素電極が第ｊのスイッチ素子に接続される第１～第ｉの画素電極と、
各デマルチプレクス用スイッチ素子が、一端が前記第ｊの色成分用信号線に接続され、他
端が多重化された第１～第ｉの色成分用信号が出力される信号線に接続され、第ｊのデマ
ルチプレクス制御信号に基づいてスイッチ制御される第１～第ｉのデマルチプレクス用ス
イッチ素子とを含む電気光学装置の駆動回路であって、
第１～第ｉのデマルチプレクス制御信号に基づいて、前記第１～第ｉのスイッチ素子をス
イッチ制御する第１～第ｉの選択信号を生成する選択信号生成回路を含み、
前記選択信号生成回路は、
前記第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子がオン状態からオフ状態へ移行するときには
少なくとも前記第ｊのスイッチ素子がオン状態であり、かつ該第ｊのデマルチプレクス用
スイッチ素子がオフ状態となった後該第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子が再びオン
状態になるまでに前記第ｊのスイッチ素子がオフ状態となるように、前記第ｊの選択信号
を生成することを特徴とする駆動回路。
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【請求項２】
請求項１において、
前記選択信号生成回路は、
各フリップフロップが前記第ｊの選択信号を出力する第１～第ｉのフリップフロップを含
み、
前記第１～第ｉのデマルチプレクス制御信号の順に周期的にアクティブになる場合に、
第ｊのフリップフロップは、
第ｊのデマルチプレクス制御信号によりセットされ、前記第ｊのデマルチプレクス制御信
号を除く第１～第ｉのデマルチプレクス制御信号のいずれかによりリセットされる前記第
ｊの選択信号を出力することを特徴とする駆動回路。
【請求項３】
請求項２において、
前記第１のフリップフロップは、
前記第１のデマルチプレクス制御信号によりセットされ、前記第ｉのデマルチプレクス制
御信号によりリセットされる第１の選択信号を出力し、
前記第ｋ（２≦ｋ≦ｉ、ｋは整数）のフリップフロップは、
前記第ｋのデマルチプレクス制御信号によりセットされ、前記第（ｋ－１）のデマルチプ
レクス制御信号によりリセットされる第ｋの選択信号を出力することを特徴とする駆動回
路。
【請求項４】
請求項２又は３において、
前記第ｊのフリップフロップは、
前記第１～第ｉの色成分用信号線に対応する第１～第ｉの色成分により構成される画素の
選択期間である場合に限りセットされる第ｊの選択信号を出力することを特徴とする駆動
回路。
【請求項５】
第１～第ｉ（ｉは２以上の整数）の走査線と、
第１～第ｉの色成分用信号線と、
各スイッチ素子が第ｊ（１≦ｊ≦ｉ、ｊは整数）の走査線及び第ｊの色成分用信号線に接
続され、前記第ｊの走査線に供給された第ｊの選択信号によりスイッチ制御される第１～
第ｉのスイッチ素子と、
各画素電極が前記第ｊのスイッチ素子に接続された第１～第ｉの画素電極と、
各デマルチプレクス用スイッチ素子が、一端が前記第ｊの色成分用信号線に接続され、他
端が多重化された第１～第ｉの色成分用信号が出力された信号線に接続され、第ｊのデマ
ルチプレクス制御信号に基づいてスイッチ制御される第１～第ｉのデマルチプレクス用ス
イッチ素子と、
を含み、
前記第ｊのスイッチ素子は、
前記第ｊの選択信号により、第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子がオン状態からオフ
状態に移行するときには少なくともオン状態になり、かつ該第ｊのデマルチプレクス用ス
イッチ素子がオフ状態となった後該第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子が再びオン状
態になるまでにオフ状態になることを特徴とする電気光学装置。
【請求項６】
第１～第ｉ（ｉは２以上の整数）の走査線と、
第１～第ｉの色成分用信号線と、
各スイッチ素子が第ｊ（１≦ｊ≦ｉ、ｊは整数）の走査線及び第ｊの色成分用信号線に接
続され、前記第ｊの走査線に供給された第ｊの選択信号によりスイッチ制御される第１～
第ｉのスイッチ素子と、
各画素電極が第ｊのスイッチ素子に接続された第１～第ｉの画素電極と、
各デマルチプレクス用スイッチ素子が、一端が第ｊの色成分用信号線に接続され、他端が
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多重化された第１～第ｉの色成分用信号が出力される信号線に接続され、第ｊのデマルチ
プレクス制御信号に基づいてスイッチ制御される第１～第ｉのデマルチプレクス用スイッ
チ素子と、
第１～第ｉのデマルチプレクス制御信号に基づいて、前記第１～第ｉのスイッチ素子をス
イッチ制御する第１～第ｉの選択信号を生成する選択信号生成回路とを含み、
前記選択信号生成回路は、
前記第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子がオン状態からオフ状態に移行するときに少
なくとも前記第ｊのスイッチ素子がオン状態であり、かつ該第ｊのデマルチプレクス用ス
イッチ素子がオフ状態となった後該第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子が再びオン状
態になるまでに前記第ｊのスイッチ素子がオフ状態となるように、前記第ｊの選択信号を
生成することを特徴とする電気光学装置。
【請求項７】
請求項６において、
前記選択信号生成回路は、
各フリップフロップが前記第ｊの選択信号を出力する第１～第ｉのフリップフロップを含
み、
前記第１～第ｉのデマルチプレクス制御信号の順に周期的にアクティブになる場合に、
前記第ｊのフリップフロップは、
第ｊのデマルチプレクス制御信号によりセットされ、前記第ｊのデマルチプレクス制御信
号を除く第１～第ｉのデマルチプレクス制御信号のいずれかによりリセットされる前記第
ｊの選択信号を出力することを特徴とする電気光学装置。
【請求項８】
請求項７において、
前記第１のフリップフロップは、
前記第１のデマルチプレクス制御信号によりセットされ、前記第ｉのデマルチプレクス制
御信号によりリセットされる第１の選択信号を出力し、
前記第ｋ（２≦ｋ≦ｉ、ｋは整数）のフリップフロップは、
前記第ｋのデマルチプレクス制御信号によりセットされ、前記第（ｋ－１）のデマルチプ
レクス制御信号によりリセットされる第ｋの選択信号を出力することを特徴とする電気光
学装置。
【請求項９】
請求項７又は８において、
前記第ｊのフリップフロップは、
前記第１～第ｉの色成分用信号線に対応する第１～第ｉの色成分により構成される画素の
選択期間である場合に限りセットされる第ｊの選択信号を出力することを特徴とする電気
光学装置。
【請求項１０】
第１～第ｉ（ｉは２以上の整数）の走査線と、
第１～第ｉの色成分用信号線と、
各スイッチ素子が第ｊ（１≦ｊ≦ｉ、ｊは整数）の走査線及び第ｊの色成分用信号線に接
続され、前記第ｊの走査線に供給された第ｊの選択信号によりスイッチ制御される第１～
第ｉのスイッチ素子と、
各画素電極が第ｊのスイッチ素子に接続された第１～第ｉの画素電極と、
各デマルチプレクス用スイッチ素子が、一端が前記第ｊの色成分用信号線に接続され、他
端が多重化された第１～第ｉの色成分用信号が出力される信号線に接続され、第ｊのデマ
ルチプレクス制御信号に基づいてスイッチ制御される第１～第ｉのデマルチプレクス用ス
イッチ素子とを含む電気光学装置の駆動方法であって、
前記第ｊの選択信号により、前記第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子がオン状態から
オフ状態に移行するときに少なくとも第ｊのスイッチ素子をオン状態に設定し、かつ該第
ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子がオフ状態となった後該第ｊのデマルチプレクス用
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スイッチ素子が再びオン状態になるまでに前記第ｊのスイッチ素子をオフ状態に設定する
ことを特徴とする駆動方法。
【請求項１１】
請求項１０において、
前記第１～第ｉのデマルチプレクス制御信号の順に周期的にアクティブになる場合に、
前記第ｊの選択信号を、第ｊのデマルチプレクス制御信号によりセットし、前記第ｊのデ
マルチプレクス制御信号を除く第１～第ｉのデマルチプレクス制御信号のいずれかにより
リセットすることを特徴とする駆動方法。
【請求項１２】
請求項１１において、
第１の選択信号を、前記第１のデマルチプレクス制御信号によりセットし、前記第ｉのデ
マルチプレクス制御信号によりリセットすると共に、
第ｋ（２≦ｋ≦ｉ、ｋは整数）の選択信号を、前記第ｋのデマルチプレクス制御信号によ
りセットし、前記第（ｋ－１）のデマルチプレクス制御信号によりリセットすることを特
徴とする駆動方法。
【請求項１３】
請求項１１又は１２において、
前記第１～第ｉの色成分用信号線に対応する第１～第ｉの色成分により構成される画素の
選択期間である場合に限り前記第ｊの選択信号をセットすることを特徴とする駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、駆動回路、電気光学装置及び駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
液晶（ Liquid Crystal Display：ＬＣＤ）パネルに代表される表示パネル（広義には電気
光学装置）は、各種情報機器の表示部に用いられている。情報機器の小型軽量化や高画質
化の要求により、表示パネルの小型化、画素の微細化が望まれている。その１つの解決策
として、低温ポリシリコン（ Low Temperature Poly-Silicon：以下ＬＴＰＳと略す。）プ
ロセスにより、表示パネルを形成することが検討されている。
【０００３】
ＬＴＰＳプロセスによれば、スイッチ素子（例えば、薄膜トランジスタ（ Thin Film Tran
sistor：ＴＦＴ））等を含む画素が形成されるパネル基板（例えばガラス基板）上に、駆
動回路等を直接形成することができる。そのため、部品数を削減し、表示パネルの小型軽
量化が可能となる。またＬＴＰＳでは、これまでのシリコンプロセスの技術を応用して、
開口率を維持したまま画素の微細化を図ることができる。更にまたＬＴＰＳは、アモルフ
ァスシリコン（ amorphous silicon：ａ－Ｓｉ）に比べて電荷の移動度が大きく、かつ寄
生容量が小さい。したがって、画面サイズの拡大により１画素当たりの画素選択期間が短
くなった場合でも、当該基板上に形成された画素の充電期間を確保し、画質の向上を図る
ことが可能となる。
【０００４】
【特許文献１】
特開２００２－２３７０９号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
例えばＬＴＰＳによりＴＦＴが形成される表示パネルでは、該表示パネルを駆動するドラ
イバ（駆動回路）の全部をパネル上に形成することができる。しかしながら、シリコン基
板上でＩＣ化された場合に比べると、微細化や速度の点で問題があり、ドライバの機能の
一部を表示パネル上に形成することが検討されている。
【０００６】
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そこで、１本の信号線を、Ｒ、Ｇ、Ｂ用（１画素を構成する第１～第３の色成分用）の画
素電極に接続可能なＲ、Ｇ、Ｂ用信号線のいずれかに接続するデマルチプレクサを設ける
表示パネルが考えられる。この場合、ＬＴＰＳの電荷の移動度が大きいことを利用して、
信号線上に、Ｒ、Ｇ、Ｂ用の表示データが、時分割されて伝送される。そして、当該画素
の選択期間に、各色成分用の表示データが、デマルチプレクサにより順次Ｒ、Ｇ、Ｂ用信
号線に切り替えて出力され、各色成分ごとに設けられた画素電極に書き込まれる。このよ
うな構成によれば、ドライバから信号線に表示データを出力するための端子の数を削減す
ることができる。そのため、端子間のピッチに制限されることなく、画素の微細化による
信号線数の増加にも対応することができる。
【０００７】
しかしながら、このような構成の表示パネルでは、画素の選択期間において、各色成分用
表示データの書き込み順序に依存し、各色成分用の画素電極の書き込み時間の差異が生じ
る。そのため、画質に影響を与えるという問題があった。
【０００８】
本発明は、以上のような技術的課題に鑑みてなされたものであり、その目的とするところ
は、各色成分用表示データの書き込み時間の差異に基づく画質の劣化を防止する電気光学
装置の駆動回路、電気光学装置及びその駆動方法を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために本発明は、第１～第ｉ（ｉは２以上の整数）の走査線と、第１
～第ｉの色成分用信号線と、各スイッチ素子が第ｊ（１≦ｊ≦ｉ、ｊは整数）の走査線及
び第ｊの色成分用信号線に接続され前記第ｊの走査線に供給される第ｊの選択信号により
スイッチ制御される第１～第ｉのスイッチ素子と、各画素電極が第ｊのスイッチ素子に接
続される第１～第ｉの画素電極と、各デマルチプレクス用スイッチ素子が、一端が前記第
ｊの色成分用信号線に接続され、他端が多重化された第１～第ｉの色成分用信号が出力さ
れる信号線に接続され、第ｊのデマルチプレクス制御信号に基づいてスイッチ制御される
第１～第ｉのデマルチプレクス用スイッチ素子とを含む電気光学装置の駆動回路であって
、第１～第ｉのデマルチプレクス制御信号に基づいて、前記第１～第ｉのスイッチ素子を
スイッチ制御する第１～第ｉの選択信号を生成する選択信号生成回路を含み、前記選択信
号生成回路は、前記第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子がオン状態からオフ状態へ移
行するときには少なくとも前記第ｊのスイッチ素子がオン状態であり、かつ該第ｊのデマ
ルチプレクス用スイッチ素子がオフ状態となった後該第ｊのデマルチプレクス用スイッチ
素子が再びオン状態になるまでに前記第ｊのスイッチ素子がオフ状態となるように、前記
第ｊの選択信号を生成する駆動回路に関係する。
【００１０】
例えば１画素は、第１～第ｉの色成分用信号の各色成分用信号が書き込まれるｉドットに
より構成される。
【００１１】
本発明においては、第１～第ｉのデマルチプレクス用スイッチ素子により、多重化された
第１～第ｉの色成分用信号が第１～第ｉの色成分用信号線に切り替えて出力される。そし
て、第１～第ｉの色成分用信号線の第１～第ｉの色成分用信号が、第１～第ｉの画素電極
に書き込まれる。その際、第１～第ｉのスイッチ素子により、第１～第ｉの画素電極と第
１～第ｉの色成分用信号線との電気的な接続が制御される。
【００１２】
第１～第ｉのスイッチ素子は、第１～第ｉの走査線に出力される第１～第ｉの選択信号に
よりスイッチ制御される。そして、第ｊの選択信号により、第ｊのデマルチプレクス用ス
イッチ素子がオン状態からオフ状態へ移行するときには少なくとも第ｊのスイッチ素子が
オン状態に設定される。これにより、多重化された第１～第ｉの色成分用信号のうち第ｊ
の色成分用信号が、対応する第ｊの色成分用信号線に出力される。そして、第ｊのスイッ
チ素子がオン状態となるため、第ｊの画素電極への書き込みが開始される。
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【００１３】
また本発明では、第ｊの選択信号により、第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子がオフ
状態となった後でも、該第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子が再びオン状態になるま
でに第ｊのスイッチ素子がオフ状態となるように設定される。これにより、ｉドット分の
各色成分により構成される画素の選択期間において、各色成分の書き込み順序に関わりな
く、各色成分の書き込み時間を十分に確保することができる。また、各色成分用画素の書
き込み時間を一定にすることができるので画質を向上させることができる。
【００１４】
また本発明に係る駆動回路では、前記選択信号生成回路は、各フリップフロップが前記第
ｊの選択信号を出力する第１～第ｉのフリップフロップを含み、前記第１～第ｉのデマル
チプレクス制御信号の順に周期的にアクティブになる場合に、第ｊのフリップフロップは
、第ｊのデマルチプレクス制御信号によりセットされ、前記第ｊのデマルチプレクス制御
信号を除く第１～第ｉのデマルチプレクス制御信号のいずれかによりリセットされる前記
第ｊの選択信号を出力することができる。
【００１５】
本発明によれば、非常に簡素な構成で、第ｊの選択信号を生成することができる。したが
って、ＬＴＰＳによりトランジスタが形成されるパネル基板上への組み込みを容易にする
ことができる。
【００１６】
また本発明に係る駆動回路では、前記第１のフリップフロップは、前記第１のデマルチプ
レクス制御信号によりセットされ、前記第ｉのデマルチプレクス制御信号によりリセット
される第１の選択信号を出力し、前記第ｋ（２≦ｋ≦ｉ、ｋは整数）のフリップフロップ
は、前記第ｋのデマルチプレクス制御信号によりセットされ、前記第（ｋ－１）のデマル
チプレクス制御信号によりリセットされる第ｋの選択信号を出力することができる。
【００１７】
本発明によれば、各色成分の書き込み時間を一定にすることができる。しかも、選択信号
生成回路をフリップフロップや論理積回路のような簡素な回路構成で実現することができ
る。
【００１８】
また本発明に係る駆動回路では、前記第ｊのフリップフロップは、前記第１～第ｉの色成
分用信号線に対応する第１～第ｉの色成分により構成される画素の選択期間である場合に
限りセットされる第ｊの選択信号を出力することができる。
【００１９】
本発明によれば、画素の選択期間のみに変化する第１～第ｉの選択信号を生成することが
でき、低消費電力化を図ることができる。
【００２０】
また本発明は、第１～第ｉ（ｉは２以上の整数）の走査線と、第１～第ｉの色成分用信号
線と、各スイッチ素子が第ｊ（１≦ｊ≦ｉ、ｊは整数）の走査線及び第ｊの色成分用信号
線に接続され、前記第ｊの走査線に供給された第ｊの選択信号によりスイッチ制御される
第１～第ｉのスイッチ素子と、各画素電極が前記第ｊのスイッチ素子に接続された第１～
第ｉの画素電極と、各デマルチプレクス用スイッチ素子が、一端が前記第ｊの色成分用信
号線に接続され、他端が多重化された第１～第ｉの色成分用信号が出力された信号線に接
続され、第ｊのデマルチプレクス制御信号に基づいてスイッチ制御される第１～第ｉのデ
マルチプレクス用スイッチ素子とを含み、前記第ｊのスイッチ素子は、前記第ｊの選択信
号により、第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子がオン状態からオフ状態に移行すると
きには少なくともオン状態になり、かつ該第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子がオフ
状態となった後該第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子が再びオン状態になるまでにオ
フ状態になる電気光学装置に関係する。
【００２１】
また本発明は、第１～第ｉ（ｉは２以上の整数）の走査線と、第１～第ｉの色成分用信号
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線と、各スイッチ素子が第ｊ（１≦ｊ≦ｉ、ｊは整数）の走査線及び第ｊの色成分用信号
線に接続され、前記第ｊの走査線に供給された第ｊの選択信号によりスイッチ制御される
第１～第ｉのスイッチ素子と、各画素電極が第ｊのスイッチ素子に接続された第１～第ｉ
の画素電極と、各デマルチプレクス用スイッチ素子が、一端が第ｊの色成分用信号線に接
続され、他端が多重化された第１～第ｉの色成分用信号が出力される信号線に接続され、
第ｊのデマルチプレクス制御信号に基づいてスイッチ制御される第１～第ｉのデマルチプ
レクス用スイッチ素子と、第１～第ｉのデマルチプレクス制御信号に基づいて、前記第１
～第ｉのスイッチ素子をスイッチ制御する第１～第ｉの選択信号を生成する選択信号生成
回路とを含み、前記選択信号生成回路は、前記第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子が
オン状態からオフ状態に移行するときに少なくとも前記第ｊのスイッチ素子がオン状態で
あり、かつ該第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子がオフ状態となった後該第ｊのデマ
ルチプレクス用スイッチ素子が再びオン状態になるまでに前記第ｊのスイッチ素子がオフ
状態となるように、前記第ｊの選択信号を生成する電気光学装置に関係する。
【００２２】
また本発明に係る電気光学装置では、前記選択信号生成回路は、各フリップフロップが前
記第ｊの選択信号を出力する第１～第ｉのフリップフロップを含み、前記第１～第ｉのデ
マルチプレクス制御信号の順に周期的にアクティブになる場合に、前記第ｊのフリップフ
ロップは、第ｊのデマルチプレクス制御信号によりセットされ、前記第ｊのデマルチプレ
クス制御信号を除く第１～第ｉのデマルチプレクス制御信号のいずれかによりリセットさ
れる前記第ｊの選択信号を出力することができる。
【００２３】
また本発明に係る電気光学装置では、前記第１のフリップフロップは、前記第１のデマル
チプレクス制御信号によりセットされ、前記第ｉのデマルチプレクス制御信号によりリセ
ットされる第１の選択信号を出力し、前記第ｋ（２≦ｋ≦ｉ、ｋは整数）のフリップフロ
ップは、前記第ｋのデマルチプレクス制御信号によりセットされ、前記第（ｋ－１）のデ
マルチプレクス制御信号によりリセットされる第ｋの選択信号を出力することができる。
【００２４】
また本発明に係る電気光学装置では、前記第ｊのフリップフロップは、前記第１～第ｉの
色成分用信号線に対応する第１～第ｉの色成分により構成される画素の選択期間である場
合に限りセットされる第ｊの選択信号を出力することができる。
【００２５】
また本発明は、第１～第ｉ（ｉは２以上の整数）の走査線と、第１～第ｉの色成分用信号
線と、各スイッチ素子が第ｊ（１≦ｊ≦ｉ、ｊは整数）の走査線及び第ｊの色成分用信号
線に接続され、前記第ｊの走査線に供給された第ｊの選択信号によりスイッチ制御される
第１～第ｉのスイッチ素子と、各画素電極が第ｊのスイッチ素子に接続された第１～第ｉ
の画素電極と、各デマルチプレクス用スイッチ素子が、一端が前記第ｊの色成分用信号線
に接続され、他端が多重化された第１～第ｉの色成分用信号が出力される信号線に接続さ
れ、第ｊのデマルチプレクス制御信号に基づいてスイッチ制御される第１～第ｉのデマル
チプレクス用スイッチ素子とを含む電気光学装置の駆動方法であって、前記第ｊの選択信
号により、前記第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子がオン状態からオフ状態に移行す
るときに少なくとも第ｊのスイッチ素子をオン状態に設定し、かつ該第ｊのデマルチプレ
クス用スイッチ素子がオフ状態となった後該第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子が再
びオン状態になるまでに前記第ｊのスイッチ素子をオフ状態に設定する駆動方法に関係す
る。
【００２６】
また本発明に係る駆動方法では、前記第１～第ｉのデマルチプレクス制御信号の順に周期
的にアクティブになる場合に、前記第ｊの選択信号を、第ｊのデマルチプレクス制御信号
によりセットし、前記第ｊのデマルチプレクス制御信号を除く第１～第ｉのデマルチプレ
クス制御信号のいずれかによりリセットすることができる。
【００２７】
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また本発明に係る駆動方法では、第１の選択信号を、前記第１のデマルチプレクス制御信
号によりセットし、前記第ｉのデマルチプレクス制御信号によりリセットすると共に、第
ｋ（２≦ｋ≦ｉ、ｋは整数）の選択信号を、前記第ｋのデマルチプレクス制御信号により
セットし、前記第（ｋ－１）のデマルチプレクス制御信号によりリセットすることができ
る。
【００２８】
また本発明に係る駆動方法では、前記第１～第ｉの色成分用信号線に対応する第１～第ｉ
の色成分により構成される画素の選択期間である場合に限り前記第ｊの選択信号をセット
することができる。
【００２９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の好適な実施の形態について図面を用いて詳細に説明する。なお、以下に説
明する実施の形態は、特許請求の範囲に記載された本発明の内容を不当に限定するもので
はない。また以下で説明される構成の全てが本発明の解決手段として必須であるとは限ら
ない。
【００３０】
また以下では、電気光学装置として、ＬＴＰＳによりスイッチ素子としてＴＦＴが形成さ
れた表示パネル（液晶パネル）を例に説明するが、本発明はこれに限定されるものではな
い。
【００３１】
図１に、本実施形態における表示パネルの構成の概要を示す。表示パネル（広義には電気
光学装置）１０は、複数の走査線（ゲート線）と、複数の信号線（データ線）と、複数の
画素とを含む。複数の走査線と複数の信号線とは、互いに交差するように配置される。画
素は、走査線と信号線とにより特定される。
【００３２】
本実施形態における表示パネル１０では、１画素がｉ（ｉは２以上の整数）ドットの色成
分により構成されている。各ドットは、ＴＦＴと画素電極とを含む。走査線により選択さ
れた画素の各ドットでは、その選択期間において各色成分の階調データに対応した電圧が
画素電極に書き込まれる。
【００３３】
図１では、１画素が３ドット（ｉ＝３）の場合について示す。
【００３４】
このような表示パネル１０では、例えばガラス基板等のパネル基板上に走査線及び信号線
が形成される。より具体的には、パネル基板上には、図１のＹ方向に複数配列されそれぞ
れＸ方向に伸びる走査線ＧＬ１ ～ＧＬＭ （Ｍは２以上の整数）と、図１のＸ方向に複数配
列されそれぞれＹ方向に伸びる信号線ＳＬ１ ～ＳＬＮ （Ｎは２以上の整数）とが形成され
ている。更に該パネル基板上には、第１～第３（ｉ＝３）の走査線を１組として複数組配
列されそれぞれＸ方向に伸びる走査線（ＧＲ１ 、ＧＧ１ 、ＧＢ１ ）～（ＧＲＭ 、ＧＧＭ 、
ＧＢＭ ）と、Ｘ方向に第１～第３の色成分用信号線を１組として複数組配列されそれぞれ
Ｙ方向に伸びる色成分用信号線（Ｒ１ 、Ｇ１ 、Ｂ１ ）～（ＲＮ 、ＧＮ 、ＢＮ ）とが形成さ
れている。なお、第１～第３（ｉ＝３）の走査線は、例えば３層配線により形成され、そ
の配線領域を小さくすることができる。
【００３５】
第１の走査線ＧＲ１ ～ＧＲＭ と、第１の色成分用信号線Ｒ１ ～ＲＮ との交差位置に、Ｒ用
画素ＰＲが設けられている。第２の走査線ＧＧ１ ～ＧＧＭ と、第２の色成分用信号線Ｇ１

～ＧＮ との交差位置に、Ｇ用画素ＰＧが設けられている。第３の走査線ＧＢ１ ～ＧＢＭ と
、第３の色成分用信号線Ｂ１ ～ＢＮ との交差位置に、Ｂ用画素ＰＢが設けられている。
【００３６】
またパネル基板上には、選択信号生成回路２０と、各信号線に対応して設けられたデマル
チプレクサ（ demultiplexer）ＤＭＵＸ１ ～ＤＭＵＸＮ とが設けられている。
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【００３７】
選択信号生成回路２０には、走査線ＧＬ１ ～ＧＬＭ と、３本１組で配列される複数組の第
１～第３の走査線（ＧＲ１ 、ＧＧ１ 、ＧＢ１ ）～（ＧＲＭ 、ＧＧＭ 、ＧＢＭ ）とが接続さ
れる。また選択信号生成回路２０には、デマルチプレクス制御信号が入力される。デマル
チプレクス制御信号は、各デマルチプレクサのスイッチ制御を行うための信号である。
【００３８】
走査線ＧＬ１ ～ＧＬＭ は、表示パネル１０の外部に設けられたゲートドライバ（走査線駆
動回路）３０により駆動される。ゲートドライバ３０は、走査線ＧＬ１ ～ＧＬＭ の順にゲ
ート信号（選択パルス）を出力する。ゲートドライバ３０は、シフトレジスタを含む。シ
フトレジスタは、複数のフリップフロップＦＦ１ ～ＦＦＭ （図示せず）により構成するこ
とができる。例えばフリップフロップＦＦｐ （１≦ｐ≦Ｍ－１、ｐは整数）の出力を次の
段のフリップフロップＦＦｐ ＋ １ の入力に接続していくことで、シフトレジスタを構成す
ることができる。フリップフロップＦＦｐ の出力は、走査線ＧＬｐ に接続される。初段の
フリップフロップＦＦ１ に入力されたゲート信号は、所与のクロックでシフトされ、各フ
リップフロップからのシフト出力が走査線ＧＬ１ ～ＧＬＭ に出力される。これにより、走
査線ＧＬ１ ～ＧＬＭ に、各走査線が排他的に選択されるゲート信号を出力することができ
る。表示パネル１０における各画素若しくは各ドットの選択期間は、このようにして走査
線に出力されるゲート信号により規定される。
【００３９】
デマルチプレクス制御信号は、ソースドライバ（信号線駆動回路）４０により生成される
。選択信号生成回路２０は、走査線ごとに、デマルチプレクス制御信号に基づいて、第１
～第３（ｉ＝３）の選択信号を生成する。
【００４０】
また選択信号生成回路２０は、該第１～第３の選択信号を、各走査線を介して入力された
ゲート信号とデマルチプレクス制御信号とに基づいて生成してもよい。この場合、走査線
ＧＬｍ （１≦ｍ≦Ｍ、ｍは整数）を介してゲート信号が入力されると、選択信号生成回路
２０は、該ゲート信号とデマルチプレクス制御信号とに基づいて第１～第３の選択信号を
生成する。
【００４１】
第１の選択信号は、第１の色成分であるＲ用画素ＰＲを選択するための信号である。第２
の選択信号は、第２の色成分であるＧ用画素ＰＧを選択するための信号である。第３の選
択信号は、第３の色成分であるＢ用画素ＰＢを選択するための信号である。
【００４２】
信号線ＳＬ１ ～ＳＬＮ は、ソースドライバ４０により駆動される。ソースドライバ４０は
、各色成分用の画素に、階調データに対応した電圧を出力する。この際、ソースドライバ
４０は、画素ごとに時分割され各色成分の階調データに対応した電圧を、各画素に対応し
た信号線に出力する。またソースドライバ４０は、時分割のタイミングに合わせて、各色
成分の階調データに対応した電圧を各色成分用信号に選択出力するためのデマルチプレク
ス制御信号を生成し、表示パネル１０に対して出力する。
【００４３】
デマルチプレクサＤＭＵＸｎ の出力側には、第１～第３の色成分用信号線（Ｒｎ 、Ｇｎ 、
Ｂｎ ）が接続される。また、入力側には、信号線ＳＬｎ が接続される。デマルチプレクサ
ＤＭＵＸｎ は、デマルチプレクス制御信号に応じて、信号線ＳＬｎ と、第１～第３の色成
分用信号線（Ｒｎ 、Ｇｎ 、Ｂｎ ）のいずれかとを、電気的に接続する。デマルチプレクサ
ＤＭＵＸ１ ～ＤＭＵＸＮ には、それぞれ共通にデマルチプレクス制御信号が入力される。
【００４４】
なお図１において、表示パネル１０のパネル基板上に、ゲートドライバ３０及びソースド
ライバ４０のうち少なくとも１つを形成するようにしてもよい。
【００４５】
本実施形態における表示パネル（広義には電気光学装置）１０の駆動回路の機能は、選択
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信号生成回路２０、デマルチプレクサＤＭＵＸ１ ～ＤＭＵＸＮ 、ゲートドライバ３０及び
ソースドライバ４０により構成される回路の一部又は全部により実現される。
【００４６】
以下では、説明の便宜上、走査線ＧＬｍ と信号線ＳＬｎ とにより特定される１画素（３ド
ット）に着目して説明する。
【００４７】
図２に、本実施形態における表示パネル１０の原理的構成を示す。なお図１と同一部分に
は同一符号を付し、適宜説明を省略する。
【００４８】
表示パネル１０を構成するパネル基板上において、走査線ＧＬｍ に対応して、第１～第３
（ｉ＝３）の走査線（ＧＲｍ 、ＧＧｍ 、ＧＢｍ ）が形成される。また、該パネル基板上に
おいて、信号線ＳＬｎ に対応して、第１～第３（ｉ＝３）の色成分用信号線（Ｒｎ 、Ｇｎ

、Ｂｎ ）が形成される。また該パネル基板上には、第１～第３の走査線（ＧＲｍ 、ＧＧｍ

、ＧＢｍ ）及び第１～第３の色成分用信号線（Ｒｎ 、Ｇｎ 、Ｂｎ ）の交差位置に、各色成
分用画素ＰＲｍ ｎ 、ＰＧｍ ｎ 、ＰＢｍ ｎ が形成される。各色成分用画素ＰＲｍ ｎ 、ＰＧｍ

ｎ 、ＰＢｍ ｎ は、それぞれ第１～第３（ｉ＝３）のスイッチ素子ＳＷ１～ＳＷ３と、第１
～第３（ｉ＝３）の画素電極ＰＥ１ ～ＰＥ３ とを含む。第１～第３のスイッチ素子ＳＷ１
～ＳＷ３は、それぞれＴＦＴにより構成される。
【００４９】
図３（Ａ）、（Ｂ）に、色成分用画素の構成例を示す。ここでは、Ｒ用画素ＰＲｍ ｎ の構
成例を示すが、他の色成分用画素の構成も同様である。
【００５０】
図３（Ａ）において、第１のスイッチ素子ＳＷ１としてのＴＦＴｍ ｎ はｎ型トランジスタ
である。ＴＦＴｍ ｎ のゲート電極は、第１の走査線ＧＲｍ に接続される。ＴＦＴｍ ｎ のソ
ース電極は、第１の色成分用信号線Ｒｎ に接続される。ＴＦＴｍ ｎ のドレイン電極は、画
素電極ＰＥｍ ｎ に接続される。画素電極ＰＥｍ ｎ に対向して、対向電極ＣＥｍ ｎ が設けら
れている。対向電極ＣＥｍ ｎ には、コモン電圧ＶＣＯＭが印加される。画素電極ＰＥｍ ｎ

と対向電極ＣＥｍ ｎ との間には、液晶材が挟持されて液晶層ＬＣｍ ｎ が形成される。画素
電極ＰＥｍ ｎ と対向電極ＣＥｍ ｎ との間の電圧に応じて、液晶層ＬＣｍ ｎ の透過率が変化
する。また、画素電極ＰＥｍ ｎ の電荷のリークを補うため、画素電極ＰＥｍ ｎ と対向電極
ＣＥｍ ｎ と並列に補助容量ＣＳｍ ｎ が形成される。補助容量ＣＳｍ ｎ の一端は、画素電極
ＰＥｍ ｎ と同電位にされる。補助容量ＣＳｍ ｎ の他端は、対向電極ＣＥｍ ｎ と同電位にさ
れる。
【００５１】
また図３（Ｂ）に示すように、第１のスイッチ素子ＳＷ１としてトランスファゲートを用
いることも可能である。トランスファゲートは、ｎ型トランジスタであるＴＦＴｍ ｎ と、
ｐ型トランジスタであるｐＴＦＴｍ ｎ とにより構成される。ｐＴＦＴｍ ｎ のゲート電極は
、第１の走査線ＧＲｍ と互いに論理レベルが反転する走査線ＸＧＲｍ に接続される必要が
ある。図３（Ｂ）では、書き込むべき電圧に応じたオフセット電圧を不要とする構成をと
ることができる。
【００５２】
図２において、第１～第３のスイッチ素子ＳＷ１～ＳＷ３は、第１～第３の走査線（ＧＲ

ｍ 、ＧＧｍ 、ＧＢｍ ）に供給された第１～第３（ｉ＝３）の選択信号によりスイッチ制御
（オン・オフ制御）される。各スイッチ素子がオン状態のとき、各色成分用信号線と各画
素電極とが電気的に接続される。
【００５３】
またパネル基板上には、信号線ＳＬｎ に対応するデマルチプレクサＤＭＵＸｎ が設けられ
ている。デマルチプレクサＤＭＵＸｎ には、ソースドライバ４０からのデマルチプレクス
制御信号が入力される。図２において、デマルチプレクス制御信号は、第１～第３（ｉ＝
３）のデマルチプレクス制御信号（Ｒｓｅｌ、Ｇｓｅｌ、Ｂｓｅｌ）を含む。
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【００５４】
デマルチプレクサＤＭＵＸｎ は、第１～第３（ｉ＝３）のデマルチプレクス用スイッチ素
子ＤＳＷ１～ＤＳＷ３を含む。第１のデマルチプレクス用スイッチ素子ＤＳＷ１は、第１
のデマルチプレクス制御信号Ｒｓｅｌによりオン・オフ制御される。第２のデマルチプレ
クス用スイッチ素子ＤＳＷ２は、第２のデマルチプレクス制御信号Ｇｓｅｌによりオン・
オフ制御される。第３のデマルチプレクス用スイッチ素子ＤＳＷ３は、第３のデマルチプ
レクス制御信号Ｂｓｅｌによりオン・オフ制御される。第１～第３のデマルチプレクス制
御信号（Ｒｓｅｌ、Ｇｓｅｌ、Ｂｓｅｌ）は周期的に順次アクティブとなるため、デマル
チプレクサＤＭＵＸｎ は、周期的に、信号線ＳＬｎ と第１～第３の色成分用信号線（Ｒｎ

、Ｇｎ 、Ｂｎ ）とを順次電気的に接続する。
【００５５】
選択信号生成回路２０ｍ は、第１～第３のデマルチプレクス制御信号（Ｒｓｅｌ、Ｇｓｅ
ｌ、Ｂｓｅｌ）に基づいて、第１～第３の選択信号を生成する。第１の選択信号は、第１
の走査線ＧＲｍ に出力される。第２の選択信号は、第２の走査線ＧＧｍ に出力される。第
３の選択信号は、第３の走査線ＧＢｍ に出力される。なお、選択信号生成回路２０ｍ にお
いて、第１～第３のデマルチプレクス制御信号（Ｒｓｅｌ、Ｇｓｅｌ、Ｂｓｅｌ）と、走
査線ＧＬｍ を介して入力されるゲート信号とに基づいて、第１～第３の選択信号を生成す
るようにしてもよい。この場合、第１～第３の色成分により構成される１画素の選択期間
に対応して第１～第３の選択信号を生成することができるので、変化が最小限の信号を生
成して消費電力を削減することができる。
【００５６】
このような構成の表示パネル１０において、時分割された第１～第３の色成分用の階調デ
ータに対応した電圧が、信号線ＳＬｎ に出力される。デマルチプレクサＤＭＵＸｎ では、
時分割タイミングに合せて生成された第１～第３のデマルチプレクス制御信号（Ｒｓｅｌ
、Ｇｓｅｌ、Ｂｓｅｌ）により、各色成分の階調データに対応した電圧が、第１～第３の
色成分用信号線（Ｒｎ、Ｇｎ、Ｂｎ）に印加される。このとき、第１～第３の走査線（Ｇ
Ｒｍ 、ＧＧｍ 、ＧＢｍ ）により選択された第１～第３の色成分用画素（ＰＲｍ ｎ 、ＰＧｍ

ｎ 、ＰＢｍ ｎ ）のいずれかにおいて、色成分用信号線と画素電極とが電気的に接続される
。
【００５７】
本実施形態における選択信号生成回路２０ｍ は、以下のように第ｊ（１≦ｊ≦ｉ（ここで
は、ｉ＝３）、ｊは整数）の選択信号を生成する。
【００５８】
図４に、選択信号生成回路２０ｍ により生成される第ｊの選択信号について説明する図を
示す。選択信号生成回路２０ｍ は、第ｊのスイッチ素子ＳＷｊのスイッチ制御を行う第ｊ
の選択信号を生成する。このとき、選択信号生成回路２０ｍ は、走査線ＧＬｍ を介して入
力されるゲート信号により規定される画素の選択期間に、第ｊのデマルチプレクス用スイ
ッチ素子ＤＳＷｊがオン状態からオフ状態のときには少なくとも第ｊのスイッチ素子ＳＷ
ｊがオン状態であるように第ｊの選択信号を生成する。なおかつ、選択信号生成回路２０

ｍ は、走査線ＧＬｍ ＋ １ を介して入力されるゲート信号により規定される選択期間（次の
画素の選択期間）において、第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子ＤＳＷｊが再びオン
状態になる前までには、第ｊのスイッチ素子ＳＷｊが少なくともオフ状態となるように第
ｊの選択信号を生成する。
【００５９】
すなわち、第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子ＤＳＷｊがオン状態からオフ状態に移
行する時刻ｔ０で、第ｊの選択信号は、少なくとも第ｊのスイッチ素子ＳＷｊをオン状態
にする。更に時刻ｔ０以降、第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子がオフ状態となり、
再び次の画素の選択期間で第ｊのデマルチプレクス用スイッチ素子がオフ状態からオン状
態に移行する時刻ｔ１で、第ｊの選択信号は、少なくとも第ｊのスイッチ素子ＳＷｊをオ
フ状態にする。
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【００６０】
以上のように、選択信号生成回路２０ｍ により第ｊの選択信号を生成することによって、
色成分用画素への書き込み時間を十分に確保することができる。また、当該画素の選択期
間における各色成分の階調データ（表示データ）の書き込み順序に関わらず、各色成分用
画素の書き込み時間を一定にすることができるので画質を向上させることができる。
【００６１】
次に、表示パネル１０の構成例について説明する。
【００６２】
まず、表示パネル１０の信号線ＳＬｎ に、時分割された各色成分の階調データに対応した
電圧を供給するソースドライバ４０について説明する。
【００６３】
図５に、ソースドライバ４０のブロック構成例を示す。ソースドライバ４０は、データラ
ッチ４２、ラインラッチ４４、ＤＡＣ（ Digital-to-Analog Converter）４６、出力回路
４８、時分割制御回路５０、デマルチプレクス制御回路５２を含む。
【００６４】
データラッチ４２は、シリアルに入力される階調データをラッチする。ラインラッチ４４
は、ラッチパルス信号ＬＰに同期して、データラッチ４２にラッチされたラッチデータＤ

１ ～Ｄ３ Ｎ を取り込む。ＤＡＣ４６は、ラインラッチ４４に取り込まれた１ライン分のラ
ッチデータに対し、各画素の色成分ごとの階調データに対応した駆動電圧を生成する。出
力回路４８は、画素単位に各色成分に対応した駆動電圧を時分割し、対応する信号線に出
力する。
【００６５】
時分割制御回路５０は、画素単位に各色成分の出力タイミングを時分割するタイミングを
生成する。出力回路４８は、時分割制御回路５０から指示されたタイミングにしたがって
時分割された駆動電圧を出力する。デマルチプレクス制御回路５２は、時分割制御回路５
０から指示されたタイミングにしたがって、第１～第３のデマルチプレクス制御信号（Ｒ
ｓｅｌ、Ｇｓｅｌ、Ｂｓｅｌ）を生成する。
【００６６】
こうして生成された第１～第３のデマルチプレクス制御信号（Ｒｓｅｌ、Ｇｓｅｌ、Ｂｓ
ｅｌ）は、表示パネル１０の選択信号生成回路２０ｍ に入力される。
【００６７】
なお、図５に示したソースドライバ４０の一部のブロック又は全部のブロックを、表示パ
ネル１０を構成するパネル基板上に直接形成するようにしてもよい。
【００６８】
図６に、選択信号生成回路２０ｍ の構成例を示す。選択信号生成回路２０ｍ は、リセット
セットフリップフロップ（ＲＳ－ＦＦ）（第１～第３のフリップフロップ）６０、６２、
６４を含む。ＲＳ－ＦＦは、セット端子Ｓ、リセット端子Ｒ及び出力端子Ｑを有する。Ｒ
Ｓ－ＦＦは、セット端子Ｓに入力されるセット信号が例えば例えば論理レベル「Ｈ」にな
ると、出力端子Ｑから出力される信号をセット状態（例えば論理レベル「Ｈ」）にする。
またＲＳ－ＦＦは、リセット端子Ｒに入力されるセット信号が例えば論理レベル「Ｈ」に
なると、出力端子Ｑから出力される信号をリセット状態（例えば論理レベル「Ｌ」）にす
る。各ＲＳ－ＦＦの出力端子から、各色成分用のスイッチ素子のスイッチ制御を行うため
の選択信号が出力される。
【００６９】
ＲＳ－ＦＦ（第１のフリップフロップ）６０のセット端子Ｓに、走査線ＧＬｍ と第１のデ
マルチプレクス制御信号Ｒｓｅｌとの論理積結果結果が入力される。ＲＳ－ＦＦ６０のリ
セット端子Ｒに、第３のデマルチプレクス制御信号Ｂｓｅｌが入力される。ＲＳ－ＦＦ６
０の出力端子Ｑには、第１の走査線ＧＲｍ が接続される。
【００７０】
ＲＳ－ＦＦ（第２のフリップフロップ）６２のセット端子Ｓに、走査線ＧＬｍ と第２のデ
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マルチプレクス制御信号Ｇｓｅｌとの論理積結果結果が入力される。ＲＳ－ＦＦ６２のリ
セット端子Ｒに、第１のデマルチプレクス制御信号Ｒｓｅｌが入力される。ＲＳ－ＦＦ６
２の出力端子Ｑには、第２の走査線ＧＧｍ が接続される。
【００７１】
ＲＳ－ＦＦ（第３のフリップフロップ）６４のセット端子Ｓに、走査線ＧＬｍ と第３のデ
マルチプレクス制御信号Ｂｓｅｌとの論理積結果結果が入力される。ＲＳ－ＦＦ６４のリ
セット端子Ｒに、第２のデマルチプレクス制御信号Ｇｓｅｌが入力される。ＲＳ－ＦＦ６
４の出力端子Ｑには、第３の走査線ＧＢｍ が接続される。
【００７２】
なお、他の走査線に対応する選択信号生成回路２０ｑ （１≦ｑ≦Ｍ、ｑはｍを除く整数）
についても同様に構成することができる。
【００７３】
図７に、本実施形態におけるタイミングチャートの一例を示す。ゲートドライバ３０は、
走査線ＧＬ１ ～ＧＬＭ を順次選択し、選択した走査線にゲート信号を出力する。ソースド
ライバ４０は、第１～第３のデマルチプレクス制御信号（Ｒｓｅｌ、Ｇｓｅｌ、Ｂｓｅｌ
）を表示パネル１０に出力し、各走査線の選択期間において、時分割されて信号線上に出
力された各色成分用の電圧を、各色成分用信号線に切り替えて出力する制御を行う。
【００７４】
選択信号生成回路２０ｍ は、図６に示した構成により第１～第３の選択信号を生成し、該
第１～第３の選択信号を第１～第３の走査線（ＧＲｍ 、ＧＧｍ 、ＧＢｍ ）に出力する。第
１の選択信号は、第１のデマルチプレクス制御信号Ｒｓｅｌの立ち上がりでセットされ、
第３のデマルチプレクス制御信号Ｂｓｅｌの立ち上がりでリセットされる。第２の選択信
号は、第２のデマルチプレクス制御信号Ｇｓｅｌの立ち上がりでセットされ、第１のデマ
ルチプレクス制御信号Ｒｓｅｌの立ち上がりでリセットされる。第３の選択信号は、第３
のデマルチプレクス制御信号Ｂｓｅｌの立ち上がりでセットされ、第２のデマルチプレク
ス制御信号Ｇｓｅｌの立ち上がりでリセットされる。
【００７５】
このように各選択信号を生成することにより、各デマルチプレクス用スイッチ素子がオフ
状態になった後も、各ドットのスイッチ素子を介して色成分用信号線と画素電極とを電気
的に接続させることができる。したがって、各色成分の書き込み時間を一定（Ｔ１＝Ｔ２
＝Ｔ３）にすることができる。しかも、選択信号生成回路２０ｍ をフリップフロップや論
理積回路のような簡素な回路構成で実現することができる。
【００７６】
なお選択信号生成回路２０ｍ を構成するＲＳ－ＦＦのセット端子及びリセット端子に接続
される信号は、図６に示すものに限定されるものではない。選択信号生成回路２０ｍ の第
ｊ（１≦ｊ≦ｉ＝３、ｊは整数）のフリップフロップは、第１～第３（ｉ＝３）のデマル
チプレクス制御信号（Ｒｓｅｌ、Ｇｓｅｌ、Ｂｓｅｌ）の順に周期的にアクティブになる
ことを利用して、第ｊの選択信号を生成することができる。より具体的には、ＲＳ－ＦＦ
が第ｊ（１≦ｊ≦ｉ（＝３）、ｊは整数）のデマルチプレクス制御信号によりセットされ
る場合、該第ｊのデマルチプレクス制御信号を除く第１～第ｉのデマルチプレクス制御信
号のいずれかによりリセットされるものでもよい。こうすることで、各色成分の書き込み
時間を一定にできない場合であっても、該書き込み時間を十分に確保することができる。
したがって、画素を構成する１つの色成分のみが、書き込み時間が不十分なために画質が
劣化することがなくなる。
【００７７】
また選択信号生成回路２０ｍ を構成するＲＳ－ＦＦから出力される選択信号は、デマルチ
プレクス制御信号の立ち上がりでリセットされていたが、これに限定されるものではない
。選択信号は、デマルチプレクス制御信号の立ち下がりでリセットされてもよい。
【００７８】
次に、比較例における表示パネルとの対比において、本実施形態の効果を説明する。
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【００７９】
図８に、比較例における表示パネルの構成の概要を示す。ただし、図２に示す本実施形態
における表示パネル１０と同一部分には同一符号を付し、適宜説明を省略する。比較例に
おける表示パネル１００が、本実施形態における表示パネル１０と異なる点は、選択信号
生成回路２０ｍ を有しない点である。したがって、比較例における表示パネル１００では
、ゲートドライバ３０によりゲート信号が出力される走査線ＧＬｍ が、１画素を構成する
各色成分用画素（ＰＲｍ ｎ 、ＰＧｍ ｎ 、ＰＢｍ ｎ ）のスイッチ素子に共通に接続される。
【００８０】
図９に、比較例における表示パネルのタイミングチャートの一例を示す。比較例における
表示パネル１００の走査線ＧＬｍ には、該走査線ＧＬｍ の選択期間に、ゲートドライバに
よりゲート信号が出力される。したがって、走査線ＧＬｍ に接続された第１～第３のスイ
ッチ素子ＳＷ１～ＳＷ３は、一斉にオン状態となり、各色成分用信号線と各画素電極とが
電気的に接続される。
【００８１】
一方、ソースドライバは、上述したように、各走査線の選択期間において、時分割されて
信号線上に出力された各色成分用の電圧を、各色成分用信号線に切り替えて出力する制御
を行う。そのため、図９に示すように第１～第３のデマルチプレクス制御信号（Ｒｓｅｌ
、Ｇｓｅｌ、Ｂｓｅｌ）により、デマルチプレクサＤＭＵＸｎ が制御される点は、図７に
示す本実施形態における表示パネル１０のタイミングチャートと変わらない。
【００８２】
したがって、当該画素の選択期間の書き込み順序により、各色成分用画素の書き込み時間
が異なる（Ｔ１０＞Ｔ１１＞Ｔ１２）。すなわち、例えばＲ用画素ＰＲｍ ｎ 及びＧ用画素
ＰＧｍ ｎ では書き込み時間が確保される。そのため、液晶層の構造の変化に起因して、画
素電極の電位が変化する。一方、Ｂ用画素ＰＢｍ ｎ では書き込み時間が十分に確保されな
い。そのため、液晶層の構造を十分に変化させることができない。これにより、Ｂ用画素
ＰＢｍ ｎ は、Ｒ用画素ＰＲｍ ｎ 及びＧ用画素ＰＧｍ ｎ とは異なる液晶の特性により表示さ
れることになるため、画質の劣化を招くことになる。これは、画面サイズの拡大により画
素の選択期間が短くなるほど、顕著になる現象である。このような問題を回避するために
は、例えばＢ用画素ＰＢｍ ｎ に対する書き込み制御を、Ｒ用画素ＰＲｍ ｎ 及びＧ用画素Ｐ
Ｇｍ ｎ に対する書き込み制御と異ならせる手法が考えられる。しかしながら、この手法で
は、付加回路が必要となり、回路を複雑化させてしまう。
【００８３】
これに対して、本実施形態によれば、簡素な構成により、図７に示したように画素の選択
期間における各色成分の書き込み時間に依存することなく、各色成分の書き込み時間を十
分に確保でき、或いは書き込み時間を一定にすることができる。したがって、各色成分へ
の書込を安定化し、画質を向上させることができる。
【００８４】
ところで、図１に示す選択信号生成回路２０（図２に示す選択信号生成回路２０ｍ ）につ
いては、表示パネルのパネル基板上に設けられている必要はない。
【００８５】
図１０に、変形例における表示パネルの構成の概要を示す。本変形例に置ける表示パネル
２００では、図１に示す選択信号生成回路２０がソースドライバ２１０に内蔵される。ソ
ースドライバ２１０は、選択信号生成回路２０を含む点を除き、図５に示す構成のソース
ドライバ４０と同様の機能を有する。この場合、ソースドライバ２１０の選択信号生成回
路２０は、図示しないゲートドライバから走査線ＧＬ１ ～ＧＬＭ に供給されるゲート信号
が入力される。
【００８６】
本変形例によれば、ソースドライバ２１０のプロセスより製造条件が厳しいＬＴＰＳプロ
セスにより形成される表示パネル２００の構成を簡略化することができる。
【００８７】
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なお、本発明は上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨の範囲内で
種々の変形実施が可能である。
【００８８】
また、第１～第ｉのデマルチプレクス制御信号が周期的にアクティブとなる順序は、上述
の実施形態に限定されるものではない。
【００８９】
また、本発明のうち従属請求項に係る発明においては、従属先の請求項の構成要件の一部
を省略する構成とすることもできる。また、本発明の１の独立請求項に係る発明の要部を
、他の独立請求項に従属させることもできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本実施形態における表示パネルの構成の概要を示すブロック図。
【図２】　本実施形態における表示パネルの原理的構成図。
【図３】　図３（Ａ）、（Ｂ）は、色成分用画素の構成例を示す構成図。
【図４】　選択信号生成回路の動作説明図。
【図５】　ソースドライバの構成例を示すブロック図。
【図６】　選択信号生成回路の構成例を示す回路図。
【図７】　本実施形態におけるタイミングの一例のタイミングチャート。
【図８】　比較例における表示パネルの構成の概要を示すブロック図。
【図９】　比較例におけるタイミングの一例を示すタイミングチャート。
【図１０】　変形例における表示パネルの構成の概要を示すブロック図。
【符号の説明】
１０、１００、２００…表示パネル、２０、２０ｍ 、２０ｑ …選択信号生成回路、３０…
ゲートドライバ、４０、２１０…ソースドライバ、４２…データラッチ、４４…ラインラ
ッチ、４６…ＤＡＣ、４８…出力回路、５０…時分割制御回路、５２…デマルチプレクス
制御回路、６０、６２、６４…ＲＳ－ＦＦ、２１０…ソースドライバ、Ｂ１ ～ＢＮ 、Ｂｎ

…第３の色成分用信号線、Ｂｓｅｌ…第３のデマルチプレクス制御信号、ＤＭＵＸ１ ～Ｄ
ＭＵＸＮ …デマルチプレクサ、ＤＳＷ１～ＤＳＷ３…第１～第３のデマルチプレクス用ス
イッチ素子、Ｇ１ ～ＧＮ 、Ｇｎ …第２の色成分用信号線、Ｇｓｅｌ…第２のデマルチプレ
クス制御信号、ＧＲ１ ～ＧＲＭ …第１の走査線、ＧＧ１ ～ＧＧＭ …第２の走査線、ＧＢ１

～ＧＢＭ …第３の走査線、ＧＬ１ ～ＧＬＭ …走査線、ＰＢ、ＰＢｍ ｎ …Ｂ用画素、ＰＥ１

～ＰＥ３ 、ＰＥｍ ｍ …画素電極、ＰＧ、ＰＧｍ ｎ …Ｇ用画素、ＰＲ、ＰＲｍ ｎ …Ｒ用画素
、Ｒ１ ～ＲＮ 、Ｒｎ …第１の色成分用信号線、Ｒｓｅｌ…第１のデマルチプレクス制御信
号、ＳＬ１ ～ＳＬＮ …信号線、ＳＷ１～ＳＷｉ…第１～第ｉのスイッチ素子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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